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精
しょ

進
うじ

湖
こ

に昇る天の川（山梨県富
ふ

士
じ

河
かわ

口
ぐち

湖
こ

町
まち

）

富士五湖の中で最も小さく、釣
りやカヌーに人気の精進湖。湖
から見る富士は、手前の大室山
を抱きかかえているように見え
ることから「子持ち富士」「子抱
き富士」と呼ばれる。富士山の
真上に天の川が昇る光景には、
国内外から多くの観光客らが訪
れる。

写真キャプション

全
国
ど
こ
に
も
あ
る
「
学
び
」
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
岡
山
県
西
部
の
中
山
間
地

域
に
あ
る
矢
掛
町
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

県
立
矢
掛
高
校
の
２
、
３
年
生
が
毎
週
１

回
、
町
内
の
老
人
福
祉
施
設
や
図
書
館
、

保
育
園
、
小
学
校
な
ど
に
行
き
、
通
所
者

と
の
触
れ
合
い
や
図
書
の
貸
出
・
返
却
、

学
習
支
援
な
ど
の
職
場
実
習
を
１
年
間
体

験
す
る
。
そ
の
活
動
を
「
や
か
げ
学
」
と

し
て
報
告
す
る
。
活
動
で
得
た
地
域
を
見

つ
め
る
眼
や
住
民
と
の
交
流
が
プ
レ
ゼ
ン

力
な
ど
を
つ
け
さ
せ
、
教
育
改
革
と
２
０

２
０
年
度
か
ら
記
述
式
問
題
が
入
る
大
学

入
試
改
革
が
求
め
る
思
考
力
や
判
断
力
、

表
現
力
を
養
う
の
に
役
立
ち
、
茨
城
県
の

県
立
高
校
も
始
め
る
な
ど
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。

矢
掛
町
は
旧
山
陽
道
の
宿
場
町
。
１
９

５
４
年
に
周
辺
５
村
と
合
併
し
て
、
今
の

矢
掛
町
に
な
っ
た
。
１
９
７
０
年
に
人
口

１
８
６
６
５
人
だ
っ
た
が
、
２
０
１
５
年

に
は
１
４
２
０
１
人
と
24
％
減
。
人
口
減

で
、
公
立
高
校
の
再
編
が
進
み
、
矢
掛
高

も
04
年
に
矢
掛
商
高
と
統
合
。
14
年
に
は

町
が
矢
掛
高
存
続
協
議
会
を
発
足
さ
せ
る

な
ど
生
き
残
り
を
か
け
た
模
索
が
続
く
。

そ
の
一
つ
が「
や
か
げ
学
」。矢
掛
商
高

と
の
統
合
後
に
検
討
さ
れ
、
２
０
１
０
年

か
ら
始
め
た
。
当
時
矢
掛
高
に
い
た
発
案

者
の
室
貴
由
輝
先
生
（
現
岡
山
後
楽
館
高

教
頭
）に
よ
る
と
、矢
掛
高
が
取
り
組
ん
で

き
た
環
境
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

築
か
れ
た
地
域
と
の
連
携
を
発
展
さ
せ
た

教
科
と
し
、
地
域
で
の
活
動
体
験
で
、
達

成
感
や
充
実
感
を
生
徒
に
持
た
せ
、
進
路

の
模
索
に
結
び
つ
け
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。

町
、
町
教
委
と
矢
掛
高
が
協
定
を
結
ん

で
、
学
校
設
定
教
科
と
し
、
毎
木
曜
日
午

後
に
実
施
。
2
年
生
は
、
町
職
員
か
ら
町

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
９
月
か
ら
実
習
す

る
。
３
年
に
な
る
と
同
じ
施
設
で
7
月
ま

で
実
習
す
る
。
9
月
か
ら
活
動
報
告
を

ま
と
め
、最
後
に
、施
設
や
地
域
の
方
、保

護
者
ら
に「
や
か
げ
学
発
表
会
」
を
開
く
。

受
け
入
れ
先
は
小
学
校
７
校
な
ど
14
に
。

各
施
設
で
は
「
矢
高
生
が
い
な
い
と
、
仕

事
が
回
ら
な
い
」
と
頼
ら
れ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
の
「
や
か
げ
学
発
表
会
」

で
、
あ
る
生
徒
代
表
は
こ
ん
な
挨
拶
を
し

た
。「
私
は
高
校
入
試
で
２
度
失
敗
し
、

矢
掛
高
に
進
学
し
た
。
や
か
げ
学
に
は
興

味
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ん
な
こ

と
を
し
て
何
に
な
る
ん
だ
ろ

う
と
。
３
年
間
軟
式
野
球
部

で
、
授
業
中
は
寝
る
ば
か
り
。

そ
し
て
、
や
か
げ
学
の
活
動

が
始
ま
っ
た
。
あ
る
時
、（
生

徒
の
実
習
先
の
）
山
田
小
の

先
生
が
私
の
試
合
を
見
に
来

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
私

で
も
気
に
掛
け
て
く
れ
て
い

る
と
い
う
嬉
し
い
気
持
ち
で

一
杯
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
、

先
生
方
や
地
域
の
方
々
に
感

謝
し
活
動
し
ま
し
た
。
今
は

も
っ
と
沢
山
の
こ
と
を
学
べ

る
活
動
だ
っ
た
と
気
が
付
き

ま
し
た
」。
地
域
に
支
え
ら

れ
て
、
自
己
肯
定
感
や
達
成

感
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

茨
城
県
つ
く
ば
市
の
県
立

筑
波
高
も
職
員
を
矢
掛
高
に

派
遣
し
て
２
年
前
か
ら
「
つ

く
ば
ね
学
」を
始
め
て
い
る
。

広
が
り
を
み
せ
る
「
学
び
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

岡
山
県
矢や

掛か
げ

町ち
ょ
う

の
県
立
高
の
「
や
か
げ
学
」

島
根
県
立
大
学
名
誉
教
授

田た

嶋じ
ま

　
義よ

し

介す
け

平成30年7月豪雨災害に関する緊急要望を実施………………………………⑵
小規模企業基本政策小委員会に冨田経済農林委員会委員が出席
地域コミュニティ維持のため商工会の役割について意見……………………⑷
夢と活気のある町に
～ここにしかない地域の“宝”を次代に継承する～＝和歌山県紀美野町……⑸
町村Navi……………………………………………………………………………⑼
平成ニ十九年度公有物件災害共済事業の概要報告
　　　　＝一般財団法人全国自治協会… ………………………………… ⑽
地域活動に原点あり……………………… 兵庫県神河町長　山名　宗悟……⑿

活　動
活　動

フォーラム

情　報
情　報

随　想



　

6
月
28
日
以
降
の
台
風
第
7
号
及
び
梅

雨
前
線
停
滞
の
影
響
に
よ
る
西
日
本
を
中

心
に
広
範
囲
に
発
生
し
た
「
平
成
30
年
7

月
豪
雨
災
害
」
に
つ
い
て
、
全
国
町
村
会

で
は
、
7
月
7
日
に
災
害
情
報
連
絡
室
、

7
月
8
日
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

政
府
等
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
災
害
情
報

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府

県
町
村
会
と
連
携
し
、
被
災
者
へ
の
速
や

か
な
救
援
及
び
被
災
地
域
の
早
期
復
旧
・

復
興
に
向
け
て
最
大
限
の
支
援
と
協
力
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
総
務
省
、
全
国
知

事
会
、
全
国
市
長
会
及
び
指
定
都
市
市
長

会
と
と
も
に
構
成
す
る
「
被
災
市
区
町
村

応
援
職
員
確
保
調
整
本
部
」（
7
月
8
日

設
置
）
に
参
画
し
、
同
本
部
現
地
調
整
会

議
（
広
島
県
庁
）
で
7
月
9
日
に
決
定
し

た
各
県
の
被
災
市
町
村
に
対
し
て
支
援
県

等
が
１
対
１
で
支
援
す
る
「
対
口
支
援
団

体
」
の
取
組
に
全
力
で
協
力
し
た
。
引
き

続
き
、
追
加
の
取
組
と
中
長
期
の
人
的
支

援
に
も
協
力
し
て
い
く
。

　

7
月
19
日
に
は
、
荒
木
泰
臣
全
国
町
村

会
長
（
熊
本
県
嘉か

島し
ま

町
長
）
及
び
岡
山
県

の
山
崎
親
男
町
村
会
長
（
鏡
か
が
み

野の

町
長
）、

広
島
県
の
吉
田
隆
行
町
村
会
長
（
坂さ
か

町

長
）、
愛
媛
県
の
清
水
雅
文
町
村
会
長

（
愛あ
い

南な
ん

町
長
）
で
、
国
等
に
対
す
る
緊
急

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　

荒
木
会
長
及
び
三
県
の
町
村
会
長
は
、

各
要
請
先
に
「
緊
急
要
望
」
を
手
交
し
、

被
災
町
村
の
現
場
の
窮
状
や
課
題
を
直
接

伝
え
、
国
に
よ
る
迅
速
か
つ
万
全
の
支
援

の
ほ
か
、
補
正
予
算
等
が
必
要
と
な
る
も

の
に
つ
い
て
は
早
期
に
措
置
す
る
よ
う
強

く
要
請
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
要
請
先
で
は
、
迅
速
に

し
っ
か
り
と
対
応
す
る
旨
の
大
変
心
強
い

発
言
を
い
た
だ
い
た
。
野
田
総
務
大
臣
か

ら
は
、「
応
援
職
員
の
更
な
る
派
遣
等
現

場
で
の
心
配
ご
と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も

言
っ
て
ほ
し
い
。
財
政
面
で
は
、
特
別
交

付
税
や
地
方
債
等
々
で
し
っ
か
り
支
援
し

て
い
く
の
で
安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
住
民
の
た
め
に
、
先
頭
に
立
っ
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。」
と
の
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

　

緊
急
要
望
は
次
頁
の
と
お
り
。

野田総務大臣総務省

松村幹事長代理自由民主党

毛利国土交通事務次官国土交通省

田畑厚生労働大臣政務官厚生労働省
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平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
に
関
す
る
緊
急
要
望
を
実
施

－

災
害
対
策
本
部
を
設
置
、対
口
支
援
の
取
組
に
協
力

－

活　動

全
国
町
村
会
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に

関
す
る
緊
急
要
望

　

台
風
第
７
号
及
び
梅
雨
前
線
等
に
伴

い
、
西
日
本
を
中
心
に
観
測
史
上
記
録
的

な
降
水
量
を
記
録
し
た
「
平
成
30
年
７
月

豪
雨
」
は
、
多
数
の
府
県
の
広
大
な
範
囲

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
各
地
で
河
川
の
氾

濫
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
２
２
０
名
を

超
え
る
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、

い
ま
だ
に
多
数
の
行
方
不
明
者
の
捜
索
活

動
が
続
い
て
い
る
。
被
災
地
域
で
は
、
膨

大
な
数
の
住
家
被
害
と
と
も
に
上
下
水
道

等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
道
路
・
橋
梁
・
線

路
等
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
寸
断
、農
林
漁
業
・

企
業
の
産
業
基
盤
の
甚
大
な
被
害
な
ど
に

よ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
り
極
め
て
多
く
の

被
災
者
が
生
活
の
困
難
に
直
面
す
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
へ
の
深
刻
な
影
響
も
現

れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
猛
暑
の
中
で
避

難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

被
災
者
も
多
数
お
り
、
心
身
の
健
康
へ
の

二
次
被
害
も
強
く
懸
念
さ
れ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
消
防
、
警
察
、
自
衛

隊
等
が
早
期
に
出
動
し
、
全
力
で
救
助
救

援
活
動
に
携
わ
る
と
と
も
に
、
省
庁
横
断

の
「
被
災
者
生
活
支
援
チ
ー
ム
」
を
は
じ

め
と
す
る
各
般
の
支
援
体
制
を
速
や
か
に

構
築
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
被
災
市
町
村
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
広
範
か
つ
甚
大
な
被
害
の
様
相

に
加
え
、中
山
間
地
域
や
離
島
等
も
抱
え
、

さ
ら
に
人
員
や
財
政
基
盤
が
脆
弱
な
団
体

も
多
い
こ
と
か
ら
、
国
に
よ
る
力
強
い
支

援
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
現
下
の
被
災

地
域
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
以
下
の
項
目

に
つ
い
て
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
こ
の
う
ち
特
に
補
正
予
算
等
が
必
要

と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
早
期
に
措
置
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
強
く
要
請
す
る
。

記

１�

．
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
方
々
に
つ

い
て
、
早
期
の
探
索
救
助
に
全
力
を
挙

げ
る
こ
と
。

２�

．
被
災
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
飲
料

水
、
食
料
、
医
薬
品
、
生
活
用
品
等
必
要

な
物
資
の
確
保
・
早
期
送
達
を
行
う
こ

と
と
も
に
、
各
避
難
所
等
の
環
境
改
善

に
向
け
た
取
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
。

３�

．
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
及
び

道
路
、
鉄
道
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
早

期
復
旧
に
全
力
を
挙
げ
る
こ
と
。

４�

．
不
安
を
抱
え
る
中
、
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
住
民
の
生
活
支
援
等
を

行
う
た
め
、
自
衛
隊
や
国
の
職
員
に
よ

る
幅
広
い
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
。

５�
．
児
童
・
生
徒
、
高
齢
者
、
障
害
者
を

は
じ
め
と
す
る
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に

つ
い
て
、十
分
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

６�

．
膨
大
に
発
生
し
、
災
害
復
旧
及
び
衛

生
・
防
災
上
の
支
障
と
な
る
災
害
廃
棄

物
を
早
急
に
処
理
す
る
た
め
、
被
災
地

域
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
町
村
に
代
わ

り
国
に
よ
る
処
理
代
行
を
迅
速
に
行
う

と
と
も
に
、
被
災
市
町
村
の
負
担
費
用

に
つ
い
て
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

７�

．
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
激
甚
災

害
の
指
定
を
早
期
に
行
う
こ
と
。

８�

．
被
災
市
町
村
に
お
け
る
仮
設
住
宅
の

早
期
建
設
、
被
災
者
の
住
宅
の
再
建
等

に
向
け
、全
面
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

９�

．
農
林
漁
業
関
係
施
設
（
田
畑
、
園
芸

施
設
、
漁
港
等
）
を
は
じ
め
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
も
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
、
今
後
の
生
産
活
動
等
へ

の
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
被
災
生
産
者
等
へ
の
十
分
な
支
援

を
行
う
こ
と
。

10�

．
被
災
町
村
の
財
政
負
担
の
急
増
に
対

処
す
る
た
め
、
特
別
交
付
税
等
に
よ
る

十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

11�

．
災
害
復
旧
事
業
及
び
災
害
関
連
事
業

予
算
の
確
保
並
び
に
災
害
復
旧
事
業
の

財
源
と
な
る
地
方
債
所
要
額
の
確
保
を

行
う
と
と
も
に
、
当
該
地
方
債
に
係
る

交
付
税
措
置
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

12�

．
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
つ
い

て
、対
象
と
な
る
被
災
世
帯
を
「
半
壊
」

な
ど
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
が
生
じ

る
世
帯
に
も
拡
大
す
る
こ
と
。

13�

．
そ
の
他
、
被
災
者
の
一
日
も
早
い
生

活
再
建
に
向
け
て
、
迅
速
か
つ
万
全
の

支
援
を
行
う
こ
と
。
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小
規
模
企
業
基
本
政
策
小
委
員
会
で
は
、

小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
去
る
５
月
17
日
に
経
済
産
業
大

臣
よ
り
諮
問
が
行
わ
れ
た
。
新
た
な
基
本

計
画
に
盛
り
込
む
地
域
の
課
題
に
対
応
し

た
支
援
が
必
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
地

域
を
牽
引
し
て
い
く
企
業
の
成
長
の
苗
床
、

②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
、
③
産
地

産
業
の
維
持
、
④
地
域
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
化
、
⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、

⑥
地
域
の
需
要
に
対
す
る
供
給
―
の
６
点

が
示
さ
れ
、
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

会
議
の
中
で
冨
田
委
員
は
、「
情
報
化

社
会
に
な
り
情
報
発
信
・
収
集
機
関
と
し

て
の
商
工
会
の
役
割
が
小
さ
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
は
仕
方
な
い
が
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
た
め
の
商
工
会
の
役

割
は
重
要
だ
。
経
済
白
書
等
で
も
商
工
会

の
人
材
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
商
工

会
同
士
が
広
域
に
連
携
す
る
こ
と
へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
事
業
者
が
厳
し

い
状
況
か
ら
の
脱
却
を
実
感
で
き
る
よ
う

な
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。」
と
述
べ

た
。小

規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
は
平
成
26

年
に
成
立
し
、
概
ね
５
年
ご
と
に
変
更
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
度
中
の
改
定
を

必
要
と
す
る
。
計
画
改
定
の
際
の
論
点
と

し
て
、
①
小
規
模
事
業
者
の
「
事
業
の
持

続
的
な
発
展
」
に
向
け
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
検

証
、
②
製
造
業
等
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

参
加
の
事
業
者
対
策
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
な
ど
小
規
模

事
業
者
が
抱
え
る
面
的
課
題
に
着
目
し
た

支
援
強
化
の
検
討
、
③
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
も
含
め

た
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
小
規
模
企
業
の
販
路

開
拓
支
援
、
支
援
の
効
率
化
や
事
業
者
の

生
産
性
の
向
上
に
向
け
た
支
援
の
Ｉ
Ｔ

化
、
支
援
デ
ー
タ
の
活
用
、
④
生
産
性
革

命
、
働
き
方
改
革
、
事
業
承
継
、
軽
減
税

率
の
導
入
な
ど
へ
の
対
応
、
⑤
商
工
会
・

商
工
会
議
所
の
支
援
体
制
の
強
化
や
小
規

模
事
業
者
振
興
に
つ
い
て
市
町
村
・
都
道

府
県
の
関
与
の
明
確
化
に
よ
る
地
域
一
体

と
な
っ
た
支
援
体
制
の
確
立
―
の
５
点
が

示
さ
れ
た
。

今
後
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
小
委

員
会
で
検
討
が
行
わ
れ
、
11
月
に
中
間
整

理
、
平
成
31
年
３
月
～
５
月
に
か
け
て
、

基
本
計
画
改
定
案
を
答
申
、
閣
議
決
定
を

経
て
、
国
会
報
告
等
の
手
続
き
が
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
政
策
審
議
会
小
規
模
企
業
基
本
政
策
小
委
員
会
（
第
12
回
）
が
７

月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
支
援
機
関
の
機
能
と
自
治
体
の
関
係
に
つ
い
て
、
議
論

が
行
わ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
冨
田
幸
宏
経
済
農
林
委
員
会
委
員
（
神
奈
川
県
湯ゆ

河が

原わ
ら

町
長
）
が
出
席
し
、
情
報
化
社
会
に
お
け
る
今
後
の
商
工
会
の
役
割
等
に

つ
い
て
発
言
し
た
。

▲意見を述べる冨田委員

中小企業政策審議会

小規模企業基本政策小委員会に
冨田経済農林委員会委員が出席

地域コミュニティ維持のため商工会の役割について意見

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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紀
美
野
町
の
概
要

大
阪
か
ら
車
で
１
時
間
半
ほ
ど
、
和
歌
山

県
北
部
に
位
置
す
る
紀
美
野
町
は
平
成
18
年

１
月
１
日
に
旧
野
上
町
、
旧
美
里
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
。
人
口
は
９
、０
６
９
人（
平

成
30
年
４
月
末
現
在
）、
総
面
積
は
１
２
８
・

34
㎢
。
う
ち
森
林
が
75
％
、
農
地
が
10
％
を

占
め
て
お
り
、
丘
陵
地
や
段
々
畑
で
は
柿
や

山
椒
、
み
か
ん
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
町

に
は
数
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

桃
山
時
代
の
建
築
様
式
が
残
る
野
上
八
幡

宮
、
県
下
最
古
の
泉
福
寺
の
梵
鐘
は
国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

町
の
中
央
を
流
れ
る
清
流
貴
志
川
は
６
月

に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
乱
舞
が
見
ら
れ
、
夏
に

は
川
遊
び
や
釣
り
を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
。

町
の
北
部
に
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
キ
ャ
ン
プ

の
で
き
る
ふ
れ
あ
い
公
園
、
満
天
の
星
が
美

し
い
み
さ
と
天
文
台
、
南
部
に
は
秋
の
ス
ス

キ
が
美
し
い
生
石
高
原
と
、
豊
か
な
自
然
が

広
が
っ
て
い
る
。

町
は
、
平
成
28
年
に
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
「
最

高
の
〝
な
い
〟
が
こ
こ
に
あ
る
」
を
公
開
。

電
車
や
ス
ー
パ
ー
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
な
ど
何

▲

み
さ
と
天
文
台
上
空
に
広
が
る
天
の
川

▲ホタルの乱舞

和歌山県

紀美野町

夢
と
活
気
の
あ
る
町
に

～
こ
こ
に
し
か
な
い
地
域
の〝
宝
〟を
次
代
に
継
承
す
る
～

紀き

美み

野の

町ち
ょ
う

和
歌
山
県
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も
な
い
こ
と
を
逆
手
に
取
り
、
町
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
翌
年
に
第
２
弾
と
し

て
公
開
し
た
「
訪
日
外
国
人
観
光
客
〝
０
〟

の
町
」
は
（
公
社
）
日
本
広
報
協
会
主
催
の

平
成
30
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
特
選

に
次
ぐ
第
一
席
を
受
賞
し
た
。
そ
ん
な
紀
美

野
町
の
現
状
や
取
組
を
、
取
材
し
た
方
々
に

焦
点
を
当
て
な
が
ら
紹
介
し
て
い
く
。 

伝
統
産
業
を
継
ぐ

高
野
山
麓
の
民
家
の
一
室
。
引
き
戸
を
開

け
る
と
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
は
、
壁
一

面
に
所
狭
し
と
並
ぶ
数
々
の
箒
た
ち
。〝
棕

櫚
箒
製
作
舎
〟
と
書
か
れ
た
こ
こ
は
西
尾
香

織
氏
が
手
掛
け
る
棕し
ゅ

櫚ろ

箒
の
工
房
だ
。
部
屋

の
片
隅
に
は
銅
線
や
木
の
皮
、
繊
維
の
束
等

の
材
料
が
揃
い
、
中
央
に
作
業
ス
ペ
ー
ス
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

町
に
は
棕
櫚
と
呼
ば
れ
る
、
ヤ
シ
の
よ
う

な
木
が
随
所
に
生
え
て
い
る
。
樹
皮
が
腐
り

に
く
く
丈
夫
な
た
め
、
古
く
か
ら
箒
や
縄
な

ど
日
用
品
の
材
料
に
使
わ
れ
て
き
た
木
だ
。

町
の
周
辺
は
、
昭
和
ま
で
棕
櫚
皮
と
棕
櫚
製

品
の
全
国
一
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た

が
、
需
要
の
減
少
や
上
質
な
棕
櫚
の
消
失
等

に
よ
り
、現
在
は
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。

棕
櫚
箒
職
人
の
西
尾
氏
は
元
々
広
島
県
の

出
身
で
、
旅
行
で
和
歌
山
県
を
訪
れ
た
際
に

風
土
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
後
同
県
に
移
住
し

た
と
い
う
。こ
の
道
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

「
郷
土
資
料
で
見
た
棕
櫚
箒
が
忘
れ
ら
れ
な

か
っ
た
。
別
の
仕
事
を
持
っ
て
い
た
た
め
、

し
ば
ら
く
迷
っ
て
い
た
が
、
当
時
師
匠
は
高

齢
で
後
継
者
が
一
人
も
お
ら
ず
、
誰
か
が
継

が
な
け
れ
ば
こ
の
技
術
が
失
わ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
危
機
感
、
そ
し
て
何
よ
り
棕
櫚
箒
の

奥
深
さ
と
魅
力
に
惹
か
れ
て
始
め
た
」
と
語

る
。
今
で
は
県
内
で
西
尾
氏
を
含
め
て
３
名

ほ
ど
が
伝
統
的
な
棕
櫚
箒
を
作
っ
て
い
る
。

〝
一
生
に
３
本
あ
れ
ば
足
り
る
〟
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
丈
夫
で
長
持
ち
す
る
棕
櫚
箒
は
和

歌
山
県
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
り
な
が
ら
、
町

の
小
・
中
学
生
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
と
い
う
。「
箒
の
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い

し
、
使
っ
て
欲
し
い
。
子
ど
も
達
が
歴
史
を

学
べ
る
場
所
を
作
り
た
い
」
と
言
い
、
箒
に

つ
い
て
も
、「
柄
の
部
分
は
県
内
日
高
町
の

黒く
ろ

竹ち
く

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
昔
の
よ
う
に

原
材
料
全
て
を
県
内
産
で
揃
え
て
作
れ
た

ら
」
と
語
る
。

棕
櫚
箒
職
人
は
、
一
般
的
に
は
10
年
修
行

し
て
よ
う
や
く
一
人
前
に
な
る
と
い
わ
れ
る

が
、
修
行
を
す
れ
ば
誰
で
も
一
人
前
に
な
れ

る
と
は
限
ら
ず
、
な
れ
た
と
し
て
も
収
入
は

安
定
し
な
い
と
い
う
。「
後
継
者
が
い
な
け

れ
ば
こ
の
産
業
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な

い
。
住
ん
で
い
る
地
区
も
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
今
後
10
年
で
こ
の
地
域
が
ど
う
な
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
自
分
が
生
き
て
い
る
間
は

こ
こ
で
箒
作
り
を
頑
張
り
た
い
」
と
想
い
を

語
る
。

星
ふ
る
里

美
し
い
星
空
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
星

ふ
る
里
」
と
い
わ
れ
る
紀
美
野
町
。
中
で
も

み
さ
と
天
文
台
は
全
国
有
数
の
天
体
観
測
所

で
、
月
明
か
り
の
無
い
よ
く
晴
れ
た
夜
空
で

は
肉
眼
で
も
天
の
川
を
楽
し
め
る
。
天
文
台

で
は
季
節
に
あ
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
り
、
開
館
20
周
年
を
迎
え
た
２
０
１
５
年

に
は
2
組
が
結
婚
式
を
挙
げ
た
り
と
、
様
々

な
仕
掛
け
に
よ
り
近
年
で
は
広
域
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
夜
の
観

望
会
で
は
駐
車
場
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
も

珍
し
く
な
い
ほ
ど
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
。

内
部
に
は
県
内
最
大
の
口
径
１
０
５
㎝
を

誇
る
大
型
望
遠
鏡
が
あ
り
、
観
望
会
で
は
実

際
に
覗
い
て
天
体
を
観
察
で
き
る
。
台
長
の

山
内
氏
に
よ
る
と
、
さ
ら
に
大
き
い
口
径
の

望
遠
鏡
を
持
つ
天
文
台
は
全
国
に
は
あ
る

が
、
こ
の
大
型
望
遠
鏡
に
収
ま
る
直
径
1
ｍ

超
え
の
大
型
鏡
は
〝
現
代
の
名
工
〟
に
認
定

さ
れ
、
鏡
面
精
度
日
本
一
で
知
ら
れ
る
研
磨

職
人
、
苗
村
敬
夫
氏
が
手
が
け
た
貴
重
な
逸

品
で
、
さ
ら
に
大
き
い
も
の
は
四
国
に
１
つ

あ
る
の
み
。
苗
村
氏
は
高
齢
で
現
役
を
退
い

て
お
り
、
後
継
者
が
い
な
い
事
か
ら
、
今
後

こ
の
大
型
鏡
は
文
化
財
的
な
側
面
を
持
つ
も

の
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
。

天
文
台
で
は
、「
み
さ
と
天
文
台
友
の
会
」

ス
タ
ッ
フ
や
町
内
の
カ
フ
ェ
等
の
協
力
の
も

と
、
観
望
会
の
実
施
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
、
情

報
発
信
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
4
月
か
ら

は
常
勤
ス
タ
ッ
フ
を
増
員
し
運
営
体
制
を
強

化
し
て
い
る
ほ
か
、
県
外
か
ら
の
教
育
旅
行

生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
観
光
客

増
加
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
移
住
者

週
末
に
な
る
と
多
く
の
人
で
賑
わ
う
場
所

が
あ
る
。
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
し
寸
前

だ
っ
た
築
90
年
の
米
蔵
を
、
町
内
で
農
業
を

営
む
紀
州
マ
ル
イ
チ
農
園
の
北
裕
子
氏
が
改

修
し
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
と
い
う
カ

フ
ェ
「
く
ら
と
く
り
」
だ
。
外
壁
に
は
農
協

の
マ
ー
ク
が
残
り
、
白
壁
の
店
内
は
米
蔵
の

▲棕櫚箒製作舎には大小様々な箒が並ぶ

▲

棕
櫚
の
木
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面
影
や
木
の
テ
ー
ブ
ル
が
温
か
み
の
あ
る
空

間
を
作
っ
て
い
る
。

く
ら
と
く
り
で
は
３
店
舗
が
週
末
の
み
営

業
し
て
い
る
。そ
の
１
つ
、カ
フ
ェ「hontana

」

オ
ー
ナ
ー
の
本
田
裕
美
氏
は
、
紀
美
野
町
に

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
改
装
し
た
納
屋
に
キ
ッ
チ
ン
を
付
け
て
好

き
な
こ
と
を
始
め
た
ら
、
色
々
な
方
が
〝
私

も
や
り
た
い
〟
と
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
。
紀

美
野
町
へ
来
る
ま
で
は
お
隣
さ
ん
が
何
を
し

て
い
る
か
を
気
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
こ
こ
へ
来
て
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
方
に
な
っ
た
」
と
話
す
。
周
り
に

同
世
代
が
多
く
、
一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。「
い
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
町
に
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
。
今
は
地
区

の
中
で
色
々
と
や
っ
て
い
る
が
、
他
の
地
区

や
地
域
と
つ
な
が
れ
ば
も
っ
と
大
き
い
イ
ベ

ン
ト
が
で
き
る
は
ず
」
と
語
る
。

町
へ
の
移
住
者
は
現
在
70
世
帯
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
き
み
の
定
住
を
支
援
す
る
会
」
が
相

談
窓
口
と
し
て
移
住
希
望
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
な
ど
、
町
は
地
域
と
協
働
で
移
住
・
定
住

の
推
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
寺
本
町
長
に

よ
る
と
、「
移
住
希
望
者
は
増
え
て
い
る
が
、

町
の
習
慣
や
ど
ん
な
生
活
を
す
る
の
か
と

い
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
上
で
来

て
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
、
受
入
れ
に
は
時

間
を
か
け
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で

移
住
後
に
町
か
ら
離
れ
た
世
帯
は
数
組
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
町
を
あ
げ
て
の
支
援
体
制

や
、「
紀
美
野
町
に
お
い
で
よ
」
と
受
入
れ

に
積
極
的
な
住
民
の
存
在
が
定
住
率
の
高
さ

に
表
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

町
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
れ
に
も

積
極
的
で
あ
る
。
平
成
22
年
度
か
ら
採
用
を

開
始
し
、
現
在
は
５
名
が
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
一
人
、水
島
千
絵
氏
は
現
在
２
期
目
で
、

小
川
地
区
の
地
域
団
体
「
小
川
の
郷
づ
く
り

会
」
と
と
も
に
直
売
所
と
古
民
家
の
運
営
、

地
区
報
の
編
集
等
を
行
う
。
紀
美
野
町
は
米

や
野
菜
、
果
物
な
ど
何
で
も
栽
培
で
き
る
土

壌
が
あ
る
た
め
か
、
穏
や
か
で
気
さ
く
な
町

民
が
多
い
と
い
う
。町
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

「
空
き
家
が
多
い
が
、
町
内
に
不
動
産
業
者

が
な
い
た
め
個
人
間
で
の
契
約
が
必
要
だ
っ

た
り
、
仏
壇
が
あ
る
た
め
改
修
が
で
き
な

か
っ
た
り
と
壁
も
あ
る
。
た
だ
、
町
外
に
通

勤
で
き
る
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
が
あ
る
た
め
、

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
家
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
特
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
と
っ
て
住

み
や
す
い
地
域
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。 

地
域
の
和
、
人
と
の
つ
な
が
り

＜

手
作
り
の
安
心
・
安
全
な
味
を
伝
承＞

町
の
高
齢
者
比
率
は
44
・
２
％
（
平
成
27

年
国
勢
調
査
）
で
、
県
平
均
の
30
・
９
％
を

大
き
く
上
回
る
。
数
字
で
見
る
と
高
齢
化
の

先
進
地
と
も
言
え
る
が
、
朝
早
く
か
ら
農
作

業
を
す
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
、
山
道
で
颯
爽

と
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な

ど
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
い
の
が
現
状
だ
。

中
で
も
一
段
と
元
気
な
の
は
、
平
均
年
齢

71
歳
の
生
石
加
工
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
同
グ

ル
ー
プ
は
、
地
元
産
の
農
産
物
を
原
料
と
し

た
〝
お
い
し
い
も
ん
〟
作
り
に
励
ん
で
い
る
。

大
福
、
金
山
寺
味
噌
、
山
椒
み
り
ん
漬
け
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
な
ど
す
べ
て
手
作
り

で
、果
物
の
栽
培
も
し
て
い
る
と
い
う
。「
柚

▲小川地区にある小川の郷直売所

▲「田舎カフェ」に参加する生石加工グループ

▲くらとくり外観

▲きみの定住を支援する会
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子
は
手
で
搾
っ
た
も
の
を
ポ
ン
酢
に
、
余
っ

た
部
分
は
皮
だ
け
細
か
く
刻
ん
で
、
砂
糖
や

味
噌
を
加
え
て
柚
子
み
そ
に
し
て
い
る
。
状

態
の
い
い
皮
は
マ
ー
マ
レ
ー
ド
に
使
っ
て
い

る
」
と
、
一
つ
一
つ
に
こ
だ
わ
り
や
工
夫
が

つ
ま
っ
て
い
る
。
町
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば

出
店
し
た
り
、
菓
子
や
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

な
ど
の
〝
ほ
ん
ま
も
ん
体
験
〟
の
受
入
れ

を
し
た
り
と
、
日
々
精
力
的
に
活
動
し
て

い
る
。

＜

生
涯
元
気
で
い
ら
れ
る
地
域
に＞

「
こ
の
歳
ま
で
生
き
と
る
ん
も
運
や
な
」

そ
ん
な
笑
い
声
が
響
く
の
は
、
長
谷
地
区

の
集
会
所
。「
サ
ロ
ン
楽ら
く

笑し
ょ
う」の

活
動
風
景
だ
。

町
で
は
現
在
46
箇
所
の
地
域
サ
ロ
ン
が
活

動
し
て
い
る
。
地
域
サ
ロ
ン
と
は
住
民
が
気

軽
に
集
ま
っ
て
交
流
す
る
場
で
、
健
康
に
関

す
る
講
座
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
料
理
や
手
芸

等
地
区
ご
と
に
自
由
に
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
て

活
動
し
て
い
る
。
多
く
の
サ
ロ
ン
で
は
椅
子

に
腰
を
掛
け
、
お
も
り
を
使
っ
て
体
を
動
か

す
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
高
知
県
高
知
市
が
介
護
予
防
事

業
と
し
て
開
発
し
た
体
操
で
、
町
内
で
も
広

ま
っ
て
い
る
。
今
年
３
月
に
は
紀
美
野
町
と

隣
の
有
田
川
町
で
体
操
、
意
見
交
換
等
を
行

う
交
流
会
を
開
催
し
、
参
加
し
た
住
民
か
ら

は
「
他
の
地
域
の
活
動
を
知
っ
た
り
、
話
を

聞
い
た
り
し
て
励
み
に
な
っ
た
」
と
の
声
が

聞
か
れ
た
。

サ
ロ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、

高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
り
町
内
の
地
域
サ

ロ
ン
参
加
者
や
活
動
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と

い
う
。
活
動
の
メ
ニ
ュ
ー
作
り
も
難
し
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
引
き
受
け
て
く
れ
る
講
師

探
し
に
も
苦
労
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
そ
れ

で
も
、「
回
覧
板
等
を
利
用
し
て
自
主
的
な

運
営
・
参
加
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
工
夫

を
し
て
い
る
。
決
ま
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
す
る

の
も
良
い
が
、
集
ま
っ
て
話
を
す
る
だ
け
で

も
介
護
予
防
に
な
る
。
集
会
場
に
来
る
こ
と

が
ま
ず
大
事
」
と
地
域
サ
ロ
ン
の
必
要
性
を

訴
え
る
。

誰
か
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
元
気
に

な
っ
た
り
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
助
け
合
っ

た
り
、
高
齢
化
の
進
む
地
域
で
は
〝
人
と
の

つ
な
が
り
〟
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。
今

後
は
い
か
に
活
動
を
継
続
し
て
い
く
か
が
課

題
で
あ
る
。

次
代
に
続
く
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
鳥
獣
被
害
、
所
有

者
不
明
土
地
や
空
き
家
の
増
加
等
、
町
の
課

題
は
他
の
自
治
体
と
同
じ
く
様
々
で
あ
る
。

一
方
、
地
域
サ
ロ
ン
事
業
の
実
施
、
農
産
物

や
加
工
品
等
の
生
産
・
販
売
等
、
高
齢
者
を

中
心
と
し
た
活
動
や
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
に
よ

る
飲
食
店
の
運
営
、
産
業
の
活
性
化
等
、
住

民
が
進
ん
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
観
光
客
を
呼
び
込
み
た
い
」「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
を
開
業
し
た
い
」「
産
業
を
続
け
て
い
き

た
い
」「
１
０
０
歳
ま
で
生
き
た
い
」
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
や
想
い
が
人
と
の
つ
な
が
り
を
生

み
、
町
全
体
に
活
気
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

「
人
が
少
な
い
分
み
ん
な
が
顔
見
知
り
で
、

ど
こ
で
も
安
全
。
家
の
近
く
の
畑
も
子
ど
も

の
遊
び
場
に
な
る
。
泣
き
声
を
気
に
せ
ず
過

ご
せ
る
し
、
声
を
掛
け
て
く
れ
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
達
が
多
く
、
本
当
の
孫
の
よ
う
に
み

ん
な
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
そ
う

話
す
の
は
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、「
何
も
な
い
け
ど
、
空
気
は
美

味
し
い
し
、
山
も
川
も
あ
る
。
夜
に
は
き
れ

い
な
星
も
見
ら
れ
る
。
み
か
ん
に
柿
に
、
美

味
し
い
食
べ
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
る
よ
」
と

笑
顔
を
見
せ
る
。
若
者
は
少
な
く
都
会
的
な

も
の
は
な
い
が
、
美
し
い
自
然
が
あ
り
、
町

を
支
え
る
人
々
が
い
る
。
小
さ
な
町
だ
か
ら

こ
そ
一
人
ひ
と
り
の
役
割
が
あ
り
、
誰
も
が

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
し
か
な
い
豊
か
な
資
源
（
地
域
の

〝
宝
〟）
を
守
り
、発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

紀
美
野
町
は
こ
れ
か
ら
も
住
民
や
地
域
と
協

働
し
、
次
代
へ
と
続
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

全
国
町
村
会
広
報
部　

山
中
理
沙

▲サロン楽笑の活動風景

▲秋のススキが有名な生石高原

▲山間から望む町並み



建
物
災
害
共
済
事
業

建
物
災
害
共
済
事
業
は
、
町
村
の
所
有
す
る

建
物
等
が
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
生
じ

た
損
害
を
相
互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
三

年
四
月
よ
り
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二

（
相
互
救
済
事
業
経
営
の
委
託
）
の
規
定
に
基

づ
い
て
、
実
施
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各
都
道
府

県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を
得
て
事

業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
共
済
委
託
団
体
の
財

政
負
担
の
軽
減
を
は
か
り
、
共
済
委
託
物
件
の

加
入
推
進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
五
六
億

一
、
九
二
四
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計

は
、
八
〇
億
八
、
〇
四
四
万
余
円
で
、
共
済
金

二
八
億
二
、
九
二
〇
万
余
円
を
含
む
経
常
費
用

は
、
六
ニ
億
九
、
二
八
四
万
余
円
と
な
り
、
異

常
危
険
準
備
金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、
当

期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
一
九
億
六
、
四
九

四
万
余
円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
罹
災
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
１
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

受
託
件
数
は
二
五
四
、
六
三
二
件
で
、
前
年
度

比
一
三
一
、
一
八
五
件
（
同
三
四
・
〇
％
）
の
減

と
な
っ
た
。
ま
た
、
共
済
責
任
額
は
前
年
度
比

九
兆
六
、
〇
三
六
億
余
円
（
同
三
〇
・
三
％
）
減

の
二
二
兆
七
三
三
億
余
円
と
な
っ
た
。
収
入
分
担

金
は
五
六
億
一
、
九
二
四
万
余
円
で
、
前
年
度
実

績
六
二
億
八
、
〇
六
ニ
万
余
円
に
比
し
六
億
六
、

一
三
八
万
余
円（
同
一
〇
・
五
％
）の
減
と
な
っ
た
。

２
、
罹
災
状
況

本
年
度
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
２
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

罹
災
件
数
は
三
、
七
一
〇
件
で
、
前
年
度
よ

り
五
二
八
件
（
同
一
二
・
五
％
）
の
減
と
な
り
、

支
払
共
済
金
は
前
年
度
よ
り
二
、
九
八
二
万
余

円
（
同
一
・
一
％
）
増
の
二
八
億
二
、
九
二
〇

万
余
円
と
な
っ
た
。

な
お
、
収
入
分
担
金
五
六
億
一
、
九
二
四
万

余
円
に
対
す
る
損
害
率
は
五
〇
・
三
％
で
あ
る
。

３
、
用
途
別
罹
災
状
況

用
途
別
の
罹
災
状
況
は
、
表
（
３
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

罹
災
件
数
は
そ
の
他
施
設
が
最
も
多
く
、
支

払
共
済
金
及
び
用
途
別
の
損
害
率
に
お
い
て
は

環
境
衛
生
施
設
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

４
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金

を
概
算
見
積
り
の
う
え
、
二
一
億
七
、
〇
九
八

万
余
円
を
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
計
上
し
た
。

５
、
異
常
危
険
準
備
金

風
水
災
、
地
震
・
津
波
等
の
巨
大
災
害
リ
ス

表⑴　建物共済受託実績
区　　　分 平成29年度 平成28年度 比較増減 増減率

件　　　数 254,632件 385,817件 △131,185件 △34.0％

共済責任額 22,073,336,788千円 31,676,957,162千円 △9,603,620,374千円 △30.3％

収入分担金 5,619,249,428円 6,280,629,522円 △661,380,094円 △10.5％

表⑵　建物共済罹災状況
区　　　分 平成29年度 平成28年度 比較増減 増減率

件　　　数 3,710件 4,238件 △528件 △12.5％

支払共済金 2,829,200,208円 2,799,380,061円 29,820,147円 1.1％

損　害　率 50.3％ 44.6％ 5.7％ ─

（注）△印は減を示す。

表⑶　建物共済用途別罹災状況
用　途　別 件　　数 支払共済金 損　害　率

建　

物　

共　

済

学 校 関 係 施 設 638件（� 17.2％） 226,097,366円（� 8.0％） 4.0％（� 18.2％）

役 場 関 係 施 設 355　（� 9.6　） 142,975,043　（� 5.1　） 2.6　（� 35.6　）

医 療 関 係 施 設 65　（� 1.8　） 57,263,016　（� 2.0　） 1.0　（� 28.4　）

住 宅 施 設 300　（� 8.1　） 347,312,988　（� 12.3　） 6.2　（� 92.0　）

社会教育･文化施設 388　（� 10.5　） 322,995,775　（� 11.4　） 5.8　（� 40.3　）

福 祉 関 係 施 設 268　（� 7.2　） 196,991,115　（� 7.0　） 3.5　（� 39.2　）

体育･レクリエーション施設 498　（� 13.4　） 270,962,250　（� 9.6　） 4.8　（� 37.0　）

環 境 衛 生 施 設 422　（� 11.4　） 641,973,364　（� 22.7　）11.5　（� 95.2　）

そ の 他 の 施 設 776　（� 20.9　） 622,629,291　（� 22.0　）11.1　（� 94.0　）

合　　　　　　　計 3,710　（�100.0　）2,829,200,208　（�100.0　）50.6　（　―　）

（注）�損害率は総分担金収入に対する用途別の損害率であり、（��）は各用途別区
分収入に対する用途別の損害率である。

表⑷　建物共済災害見舞金給付状況等
区　　　分 過年度罹災支払額 平成29年度

件 数 292件 －　　件

災 害 見 舞 金 給 付 額 366,194,868円 －　　円

未 払 費 用 834,404,598円 51,980,797円

合 計 1,200,599,466円 51,980,797円

　

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
は
、
地
方
自
治
法
第
二
六
三
条
の
二
の
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
有
物
件
（
建
物
・
自
動
車
）
の
災

害
共
済
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
三
十
年
六
月
十
五
日
開
催
の
理
事
会
の
承
認
を
得
、
同
日
の
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
公
表
す
る
。
町
村
週
報
へ
の
掲
載
は
、
公
有
物
件
災
害
共

済
規
約
第
十
八
条
の
『
地
方
自
治
法
二
六
三
条
の
二
の
第
二
項
に
定
め
る
事
業
の
経
営
状
況
の
通
知
等
は
、「
町
村
週
報
」
に
掲
載
す
る
』

と
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

公
有
物
件
災
害
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平
　
　
　
成

二
十
九
年
度

一
般
財
団
法
人
全
国
自
治
協
会
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ク
に
備
え
る
た
め
の
異
常
危
険
準
備
金
は
九
七

億
八
、
五
三
〇
万
余
円
と
な
っ
た
。

６
、
災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金
は
、
自
然
災
害
（
地
震
・
噴
火
・

津
波
に
よ
る
損
害
）
に
対
し
て
給
付
す
る
が
、

本
年
度
に
お
い
て
は
、
表
（
４
）
の
と
お
り
で

あ
る
。

７
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
三
六
四
億
八
、

三
六
八
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
三
三
四
億
三
、
六
七
二
万
余
円
、
運
営

準
備
積
立
金
三
〇
億
四
、六
九
五
万
余
円
で
あ
る
。

８
、
消
防
設
備
資
金
融
資

共
済
事
業
委
託
町
村
等
に
対
す
る
還
元
融
資

と
し
て
の
消
防
設
備
資
金
の
貸
付
状
況
は
表

（
５
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

自
動
車
損
害
共
済
事
業

自
動
車
損
害
共
済
事
業
は
、
町
村
が
管
理
、

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
生
じ
た
損
害
及
び

自
動
車
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
済
委
託
町
村
が
被

る
法
律
上
の
損
害
賠
償
額
を
相
互
に
救
済
す
る

た
め
、
建
物
災
害
共
済
事
業
と
同
様
、
地
方
自

治
法
第
二
六
三
条
の
二
（
相
互
救
済
事
業
経
営

の
委
託
）
の
規
定
に
よ
る
共
済
事
業
と
し
て
、

昭
和
三
十
三
年
十
月
に
発
足
し
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
こ
の
間
、
共
済
委
託
町
村
並
び
に
各

都
道
府
県
町
村
会
の
ご
理
解
と
多
大
な
協
力
を

得
て
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
事
故
処
理
に
つ
い
て
は
査
定
専

門
員
を
配
置
し
、
査
定
体
制
の
強
化
を
は
か
り
、

早
期
か
つ
適
正
な
解
決
に
努
め
て
い
る
。

本
年
度
の
共
済
基
金
分
担
金
収
入
二
六
億

四
、
〇
四
七
万
余
円
等
を
含
む
経
常
収
益
合
計

は
、
三
二
億
二
、
八
二
三
万
余
円
で
、
共
済
金

一
六
億
七
、
七
一
一
万
余
円
等
を
含
む
経
常
費

用
は
、
三
一
億
二
、
一
二
四
万
余
円
と
な
り
、

異
常
危
険
準
備
金
の
戻
入
等
を
行
っ
た
結
果
、

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
は
、
二
、
一
一
七

万
余
円
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
受
託
及
び
損
害
状
況
等
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

１
、
受
託
状
況

本
年
度
の
受
託
実
績
は
、
表
（
６
）
の
と
お

り
で
あ
っ
て
、
共
済
基
金
分
担
金
収
入
総
額
は
、

二
六
億
四
、
〇
四
七
万
余
円
で
前
年
度
実
績
に

比
し
、
一
億
一
、
九
八
八
万
余
円
（
四
・
三
％
）

の
減
と
な
っ
た
。

共
済
種
別
毎
の
受
託
状
況
で
は
、
車
両
共
済

に
お
い
て
は
、
一
〇
三
、
一
四
〇
台
で
前
年
度

比
五
、
五
〇
九
台
（
五
・
一
％
）
の
減
、
収
入

分
担
金
一
二
億
八
八
七
万
余
円
で
、
前
年
度
比

四
、
九
六
九
万
余
円
（
三
・
九
％
）
の
減
と
な
っ

た
。
ま
た
、
賠
償
共
済
に
お
い
て
は
対
物
賠
償

共
済
一
〇
七
、
一
四
七
台
で
前
年
度
比
五
、
七

〇
〇
台
（
五
・
一
％
）、
対
人
賠
償
共
済
一
〇
六
、

九
八
六
台
で
、
前
年
度
比
五
、
六
九
二
台
（
五
・

一
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
収
入
分
担
金
は
対

物
賠
償
共
済
九
億
二
、
六
八
九
万
余
円
で
前
年

度
比
四
、
三
三
三
万
余
円
（
四
・
五
％
）
の
減
、

対
人
賠
償
共
済
は
五
億
四
七
一
万
余
円
で
、
前

年
度
比
二
、
六
八
五
万
余
円
（
五
・
一
％
）
の

減
と
な
っ
た
。

２
、
損
害
の
状
況

本
年
度
の
損
害
状
況
は
、
表
（
７
）
の
と
お

り
で
あ
る
。

損
害
件
数
は
車
両
共
済
で
七
、
三
七
九
件
、

前
年
度
比
八
五
件
の
増
、
対
物
賠
償
共
済
は
一
、

八
〇
五
件
、
前
年
度
比
六
ニ
件
の
増
、
対
人
賠

償
共
済
は
一
五
四
件
で
前
年
度
比
五
件
増
加
し

た
。ま

た
、
損
害
率
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比
べ
、

車
両
共
済
が
九
・
七
％
増
加
、
対
物
賠
償
共
済

は
二
・
九
％
増
加
、
対
人
賠
償
共
済
は
四
・
二
％

増
加
し
た
。

３
、
支
払
備
金

既
発
生
事
故
で
あ
っ
て
共
済
金
が
未
請
求
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
損
害
共
済
金
を

概
算
見
積
り
の
上
、
本
年
度
支
払
備
金
と
し
て
七

三
三
件
、
六
億
二
、
八
四
九
万
余
円
を
計
上
し
た
。

４
、
異
常
危
険
準
備
金

大
事
故
支
払
リ
ス
ク
に
備
え
る
た
め
、
四
二

億
二
、
四
七
六
万
余
円
を
異
常
危
険
準
備
金
と

し
て
計
上
し
た
。

５
、
諸
積
立
金

本
年
度
末
に
お
け
る
基
金
積
立
金
（
財
産
収

入
を
も
っ
て
造
成
）及
び
運
営
準
備
積
立
金（
事

業
剰
余
金
の
積
立
）
の
総
額
は
、
一
二
九
億
九
、

四
一
六
万
余
円
と
な
り
、
そ
の
内
訳
は
、
基
金

積
立
金
四
九
億
五
、
四
四
五
万
余
円
、
運
営
準

備
積
立
金
八
〇
億
三
、
九
七
〇
万
余
円
で
あ
る
。

表⑸　消防設備資金融資
貸 付 年 度 貸付件数 貸　付　額 償還済額 本年度末未償還元金

平成23年度 88件 1,957,200千円 1,702,310千円 254,890千円

平成24年度 82件 1,631,000千円 1,200,196千円 430,804千円

平成25年度 71件 1,515,700千円 861,558千円 654,142千円

平成26年度 66件 945,600千円 349,888千円 595,712千円

平成27年度 89件 2,003,800千円 372,134千円 1,631,666千円

平成28年度 73件 2,437,900千円 0千円 2,437,900千円

平成29年度 69件 2,473,200千円 0千円 2,473,200千円

合　　　計 538件 12,964,400千円 4,486,086千円 8,478,314千円

表⑹　自動車共済受託実績

区　　　分 車�両�共�済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
29
年
度

台　　 数 103,140台 107,147台 106,986台 317,273台

収入分担金 1,208,873,060円 926,891,310円 504,715,160円 2,640,479,530円
平
成
28
年
度

台　　 数 108,649台 112,847台 112,678台 334,174台

収入分担金 1,258,571,220円 970,225,290円 531,566,160円 2,760,362,670円
比
較
増
減
（
％
）

台 数 △5,509台 △5,700台 △5,692台 △16,901台
（△5.1％） （△5.1％） （△5.1％） （△5.1％）

収入分担金 △49,698,160円 △43,333,980円 △26,851,000円 △119,883,140円
（△3.9％） （△4.5％） （△5.1％） （△4.3％）

（注）△印は減を示す。

表⑺　自動車共済損害状況

区　　　分 車�両�共�済
賠　償　共　済

合　　　計
対　　　物 対　　　人

平
成
29
年
度

件 数 7,379件 1,805件 154件 9,338件

支払共済金 1,225,843,060円 342,056,720円 109,213,858円 1,677,113,638円

損 害 率 （101.4％） （36.9％） （21.6％） （63.5％）

平
成
28
年
度

件 数 7,294件 1,743件 149件 9,186件

支払共済金 1,154,172,210円 329,427,983円 92,683,005円 1,576,283,198円

損 害 率 （91.7％） （34.0％） （17.4％） （57.1％）
比
較
増
減（
％
）

件 数 85件 62件 5件 152件

支払共済金 71,670,850円 12,628,737円 16,530,853円 100,830,440円

損 害 率 （9.7％） （2.9％） （4.2％） （6.4％）

（注）損害率＝支払共済金／収入分担金　
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雪
彦
峰
山
県
立
自
然
公
園
は
、
兵
庫
県

の
ほ
ぼ
中
心
部
に
位
置
し
、
日
本
三
彦
山

の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
雪
彦
山
や
福
知

渓
谷
と
あ
わ
せ
て
峰
山
・
砥
峰
高
原
か
ら

な
る
山
岳
高
原
地
帯
で
、
あ
る
が
ま
ま
の

自
然
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
四
季

折
々
に
ふ
れ
様
々
な
表
情
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
の
中
に
あ
る
約
90
ha
に
及
ぶ
ス
ス
キ

の
群
生
地
「
砥
峰
高
原
」
の
麓
、
川
上
区

で
60
年
前
、
私
は
こ
の
世
に
生
を
享
け
ま

し
た
。
こ
の
ス
ス
キ
の
群
生
を
未
来
に
残

し
て
い
く
た
め
に
、
川
上
区
で
は
、
毎
年

3
月
に
「
山
焼
き
」
を
行
っ
て
お
り
、
山

火
事
を
事
前
に
防
ぎ
、
ま
た
新
芽
の
発
芽

を
促
し
て
い
ま
す
。
こ
の
行
事
は
戦
前
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
伝
統
行
事
と
し
て
定

着
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
毎
年
8
月
23
日
に
は
川
上
区
で

地
蔵
盆
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
各

隣
保
で
「
花
だ
ん
ご
」
が
作
ら
れ
、
福
田

寺
境
内
に
あ
る
「
壇
の
地
蔵
」
に
お
供
え

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
壇
の
地
蔵
」
は

「
安
徳
地
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
源

平
合
戦
最
後
の
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
入
水
さ

れ
た
安
徳
天
皇
と
平
家
一
族
の
冥
福
を
祈

る
た
め
の
地
蔵
で
す
。
同
地
区
は
平
家
落

人
伝
説
が
今
な
お
残
る
な
ど
、
伝
統
と
歴

史
薫
る
区
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
区
の
活
動
を
、
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
捉
え
、
多
く
の
方
に

高
原
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の

思
い
で
、
平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）
に

「
砥
峰
高
原
」
四
季
彩
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
4
月
に
は
「
山
焼
き
」、
9
月

に
は
「
観
月
会
」、
10
月
に
は
「
ス
ス
キ

ま
つ
り
」
と
年
3
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
で
は
イ

ベ
ン
ト
日
の
み
な
ら
ず
、
ス
ス
キ
の
新
芽

で
一
面
が
緑
の
絨
毯
と
な
る
初
夏
か
ら
、

背
丈
を
越
え
る
ほ
ど
成
長
す
る
ス
ス
キ
が

映
え
る
晩
秋
に
か
け
て
、
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
う
ほ
ど
ま
で
の
観
光
地
に
成
長
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

町
長
就
任
後
に
は
、
世
界
的
著
名
な
小

説
家
村
上
春
樹
氏
原
作
で
２
０
１
０
年
公

開
映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
の
メ
イ
ン
ロ

ケ
地
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
砥
峰
高
原
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
も
、大
河
ド
ラ
マ「
平
清
盛
」

や「
軍
師
官
兵
衛
」の
ロ
ケ
地
に
な
る
な
ど
、

神
河
町
を
代
表
す
る
観
光
イ
メ
ー
ジ
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
、
神
河
町
に
新
た
な
宝
も
の

が
二
つ
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
昨
年

4
月
に
日
本
遺
産
登
録
さ
れ
た
「
銀
の
馬

車
道
・
鉱
石
の
道
」、
そ
の
遺
構
で
あ
る

マ
カ
ダ
ム
式
舗
装
さ
れ
た
馬
車
道
が
現
存

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
吉
冨
畑
川
原
付

近
に
、中
播
磨
地
域
初
と
な
る
道
の
駅「
銀

の
馬
車
道
・
神
河
」
が
11
月
25
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
既
に
7
万
の
来
場
者
を

迎
え
、
神
河
町
の
観
光
情
報
の
発
信
基
地

と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
ら
に
、
砥
峰
高
原
に
隣
接
す
る
峰
山

高
原
に
、
国
内
で
は
14
年
ぶ
り
と
な
る
ス

キ
ー
場
「
峰
山
高
原
リ
ゾ
ー
ト 

ホ
ワ
イ

ト
ピ
ー
ク
」
が
12
月
16
日
、
産
声
を
上
げ

ま
し
た
。
こ
の
ス
キ
ー
場
建
設
は
、
高
原

内
に
建
つ
ホ
テ
ル
の
冬
の
魅
力
づ
く
り
と

し
て
、
標
高
９
３
０
～
１
、
０
７
７
ｍ
の

立
地
で
人
工
降
雪
機
に
よ
る
コ
ー
ス
形
成

を
し
ま
し
た
。
阪
神
間
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

の
良
さ
、
ま
た
、
高
原
の
地
形
や
頂
上
か

ら
の
眺
望
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
、
町
と
し

て
も
高
原
の
冬
の
集
客
と
雇
用
の
創
出
が

見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
地
域
資
源
に
磨
き

を
か
け
て
再
生
さ
せ
る
、
神
河
町
地
域
創

生
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
し
て
企
業

誘
致
の
視
点
で
ス
キ
ー
場
整
備
に
着
手
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
白
銀
の
世
界
で
多

く
の
方
々
に
思
い
思
い
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を

描
い
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
シ
ー
ズ
ン

総
来
場
者
数
は
6
万
人
を
超
え
、
大
い
に

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
人

の
流
れ
を
、
確
実
に
四
季
を
通
じ
た
人
の

流
れ
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
町
内
全
域
に

広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
私
は
、
町
長
に
就
任
す
る
前
、

第
2
代「
砥
峰
高
原
」四
季
彩
実
行
委
員
会

の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
地
域
資
源
の
魅
力
を
最
大
限
活
用

し
た
交
流
人
口
の
更
な
る
増
加
か
ら
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
る
仕
組
み
や
仕
事
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
そ
の
魅
力
発
信
に
努

め
る
」
こ
と
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
思
い
起
こ
せ
ば
、
私

の
地
域
創
生
の
原
点
は
、「
砥
峰
高
原
」
四

季
彩
実
行
委
員
会
で
実
践
し
て
き
た
経
験

で
あ
り
、
ど
ん
な
困
難
が
立
ち
は
だ
か
っ

た
と
し
て
も
乗
り
越
え
て
い
け
る
と
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
先
人
た
ち
が
守
り
続
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
地
域
資
源
を
大
切
に
保
存

し
て
い
き
な
が
ら
、さ
ら
に
磨
き
を
か
け
、

ま
ち
の
宝
も
の
と
し
て
大
切
に
育
て
て
い

き
、
多
く
の
人
が
集
う
ま
ち
『
神
河
町
』

へ
の
挑
戦
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

山
やま

名
な

　宗
そう

悟
ご

兵庫県神
かみ

河
かわ

町長

地域活動に原点あり


	p01 3048町村週報表紙-写真縦_180730
	p02-03 3048活動_豪雨要望_180727
	p04 3048 活動_冨田委員が出席_180727
	p05-08 3048 フォーラム紀美野町_180727
	p09 3048_Navi_180724-2
	p10-11 3048 公有物件災害共済_180723
	p12 3048 随想_兵庫県神河町_180712

